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で
あ
っ
た
。
．
．

１
、
長
門
常
任
い
‐
・
一
面
三
鉦
・
考
古
蕊
雑
誌
月
の
７

２
．
大
和
名
柄
杉
一
面
二
鉦
‘
同
誌
８
．
の
皿

３
、
朝
鮮
入
室
里
一
面
不
明
同
誌
醜
の
、

４
，
シ
ベ
リ
ヤ
・
一
面
不
明
東
日
新
聞
昭
和
三
年

５
、
河
内
大
縣
一
面
〃
二
鉦
考
古
蕊
雑
誌
躯
の
皿

６
、
朝
鮮
反
川
里
二
面
各
二
鉦
同
誌
ｍ
の
３

シ
ペ
リ
ャ
の
例
は
不
幸
に
し
て
如
何
な
る
背
紋
か
を
知
り
得
た
か
っ
た
。
そ
し
そ
し

現
今
ま
で
に
明
ら
か
と
な
っ
た
細
紋
鏡
出
土
例
は
、
故
萄
橋
他
自
博
士
が
「
考
古
蕊
雑
誌
」
（
卿
の
。
池
）
に
掲
げ
ら
れ
た
六
例
七
而

彌
生
式
土
器
と
北
九
州

彌
生
式
土
器
ご
北
九
州

Ｃ
、
細
線
鋸
尚
紋
鈍
背
紋
と
新
古
槻

｜
細

線
鋸
歯
絞
鏡
の
新
古
Ｉ

（
一
一
、
《
工
）

て
入
室
里
の
例
は
樺
と
鉦
位
世
と
鉦
紋
を
知
り
得

山

本１
１
１
１
‐
訓
泄
Ｐ
が
ｒ
Ｉ

１
。
■
■
■
■
田
■
■
■
■
仰
脚
回
Ⅱ
間
■
■
■
＃
冊
Ⅳ
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な
か
っ
た
爲
め
こ
２
一
例
を
弟
士
二
剛
か
ら
除
外
せ
ざ
る
李
毎
得
な
か
っ
た
。
（
た
野
入
室
里
の
例
に
つ
い
て
は
，
後
に
比
較
す
る
ａ

で
あ
ら
う
。

河
内
例
を
見
る
に
苅
鉾
縁
に
接
し
て
、
支
那
鏡
の
外
随
に
糊
る
部
分
に
複
合
鋸
歯
紋
の
連
繋
帯
を
兇
る
が
，
五
加
人
は
ど
の
連
繋
栫

叩
に
二
極
の
異
る
紋
様
を
認
め
る
。
似
に
名
づ
け
て
次
の
二
つ
と
す
、

囮三十館

紋背と成集の鏡維曲紐線細種各
一
、
不
整
羽
状
紋

測
生
式
上

と
北
九
州

細
紋
鏡
の
特
徴
は
腰
指
摘
さ
れ
た
所
に
し
て
部
ち
禰
鉾
縁
、

多
飢
、
細
線
と
鋸
歯
紋
、
或
は
本
型
の
使
用
、
支
那
鏡
と
の
無

關
係
な
ど
で
あ
る
が
、
齊
人
は
特
に
鋸
歯
紋
が
唾
「
内
行
」
と

稲
せ
ら
る
上
と
と
の
是
非
と
、
多
紐
の
位
世
の
鍵
化
、
及
び
細

線
を
以
て
組
織
さ
れ
た
背
紋
の
稚
類
を
噸
み
て
其
の
新
古
を
考

へ
次
に
迩
剴
式
土
器
と
の
關
係
を
述
べ
た
い
。

・
第
十
三
岡
に
示
し
た
諸
鏡
の
四
分
一
岡
の
う
ち
大
和
例
は
内

毎
部
の
背
紋
磨
滅
し
て
明
陳
を
鰊
き
、
艇
門
例
は
現
存
諸
例
中
の

娘
小
型
な
る
上
に
幾
多
の
破
片
と
な
り
、
且
つ
内
部
の
背
紋
組

成
知
り
難
く
、
岡
示
し
な
か
っ
た
入
室
里
例
も
亦
前
述
の
如
く
、

從
っ
て
河
内
及
び
反
川
里
の
三
而
よ
り
先
づ
そ
の
特
徴
幸
見
る

七
五



即
ち
前
蒋
は
岡
叩
の
右
の
方
に
川
條
の
縦
線
を
引
き
右
二
級
内
の
斜
線
の
方
向
を
一
致
せ
し
め
た
不
整
調
壯
紋
を
指
し
、
後
稀
は
左

の
方
に
二
條
の
縦
線
と
そ
の
中
央
に
一
機
線
左
荊
し
、
上
下
に
各
複
合
せ
る
鋸
歯
紋
三
筒
宛
つ
施
し
た
る
も
の
詑
云
ふ
。
後
考
は
史

に
斜
行
細
線
の
二
つ
の
鋸
歯
紋
と
一
つ
の
平
行
細
線
を
以
て
組
み
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
。

是
等
二
極
の
異
紋
が
河
内
例
に
存
す
ろ
は
、
或
は
既
に
學
者
の
翻
意
せ
し
軸
で
あ
ら
う
が
、
未
だ
公
表
さ
れ
た
ろ
を
知
ら
ざ
れ

意
せ
し
軸
で
あ
ら
う
が
、
未
だ
公
表
さ
れ
た
ろ
を
知
ら
ざ
れ

岡四十第

置位のそと紋異の紋背紋歯紋舟蹄Ⅲ

蝿
生
式
土
器
と
北
九
州

二
、
二
段
細
み
複
合
鋸
歯
紋

』

1

ぱ
、
卑
見
を
開
陳
し
て
坤
雅
の
叱
正
を
乞
ば
ん
と
凪
ふ
・

河
内
例
に
於
け
る
二
極
の
異
紋
は
、
夫
左
概
ね
對
角
に
常
る

部
分
に
川
簡
宛
つ
存
在
し
、
そ
の
位
世
を
直
線
に
一
、
一
述
絡
す
れ

ば
不
整
十
文
字
と
な
り
、
一
直
線
上
に
世
か
れ
て
ゐ
な
い
。
二

段
組
み
複
合
鋸
歯
紋
は
四
つ
共
大
差
な
く
同
一
の
榊
成
を
一
杢
９

が
、
不
繋
羽
状
紋
は
四
つ
の
う
ち
一
つ
の
み
が
右
述
の
特
徴
を

示
し
‐
他
の
三
つ
は
此
れ
と
異
る
。
即
ち
、
鉱
十
四
剛
に
示
し

た
所
を
以
て
云
へ
ぱ
、
既
述
の
も
の
が
三
帯
の
羽
状
紋
（
正
し

く
云
へ
ぱ
斜
行
櫛
歯
紋
帯
の
三
つ
の
組
み
合
せ
）
の
う
ち
右
の

二
帯
を
同
方
向
に
し
て
左
端
の
一
譜
と
合
し
て
不
整
調
状
紋
を

成
し
て
ゐ
る
に
反
し
、
他
の
三
つ
は
何
れ
も
組
合
せ
に
於
い
て

Ｉ
ｌ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｈ
■
■
■
Ｂ
８
Ｄ
８
Ｄ
Ｄ
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
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〔
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1幾
何
學
的
配
置
を
具
現
し
て
ゐ
た
、
し
か
し
な
が
ら
夫
友
の
方
向
在
異
な
ら
し
め
て
一
一
霜
を
以
て
一
つ
の
紋
様
を
組
成
し
た
と
は
云

へ
、
厳
密
に
云
へ
ぱ
‐
羽
紋
状
た
る
に
は
一
帯
多
き
に
過
ぎ
て
ゐ
る
、
斯
か
る
不
整
調
状
紋
を
以
て
此
の
鏡
の
原
則
な
り
と
し
て

も
，
堆
初
に
指
摘
し
た
一
紋
は
，
明
ら
か
に
異
な
ら
し
む
べ
き
方
向
を
中
央
帯
と
方
向
を
一
に
し
た
鮎
に
、
紋
様
の
乱
れ
を
示
し
て

ゐ
る
。
從
っ
て
支
那
鏡
の
外
厩
に
髄
る
所
に
一
葹
の
異
紋
が
複
合
鋸
歯
連
繋
帯
に
介
在
し
て
合
計
八
ヶ
所
存
在
す
る
濫
認
の
得
た
。

‐
次
に
朝
鮮
反
川
里
出
土
の
大
小
一
面
を
見
る
に
、
大
鏡
に
は
右
の
特
徴
左
く
，
小
鏡
に
於
い
て
河
内
と
略
類
似
の
例
浄
見
得
た
。

即
ち
反
川
里
小
鏡
の
所
識
外
唾
を
熟
脱
す
る
に
、
節
十
四
岡
ィ
に
示
し
た
椛
紋
剛
股
を
兄
、
不
繋
羽
状
紋
は
河
内
例
と
始
ん
ど
共
通

し
、
河
内
例
の
一
ケ
所
に
兇
得
た
蹴
れ
も
此
腱
に
は
な
い
が
、
二
段
組
み
複
合
鋸
歯
紋
は
一
弓
宛
つ
府
を
並
今
へ
、
亜
複
二
段
組
み
複

合
鋸
歯
紋
を
樅
成
し
て
ゐ
た
。
而
し
て
此
の
異
紋
の
数
は
，
派
つ
を
数
へ
，
而
も
此
れ
ら
一
逓
の
罪
へ
紋
を
瞳
線
を
以
て
厩
刈
す
る
に

鋪
十
凹
岡
イ
の
如
く
，
換
言
す
れ
ば
外
匝
の
鋸
歯
紋
帯
内
に
こ
れ
ら
の
紋
様
を
配
世
す
る
に
儲
っ
て
、
必
ず
し
も
斯
か
る
異
紋
を
以

て
鏡
面
配
紋
を
唾
剖
せ
ん
と
し
た
と
は
考
へ
難
き
配
世
で
あ
っ
た
〕
若
し
、
し
か
し
な
が
ら
、
ィ
岡
に
於
い
て
斜
右
上
の
室
白
部
に

不
鑿
舸
壯
紋
が
宥
略
又
は
忘
れ
ら
れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
配
世
の
樅
想
が
一
つ
宛
桃
様
を
異
な
ら
し
め
た
鮎
に
随
荊
の
意
志
有
り
た

る
な
ら
ん
と
推
察
せ
し
む
る
に
と
蝉
ま
り
、
直
線
を
以
て
此
れ
ら
を
仕
切
れ
ば
、
二
極
の
紋
様
が
正
對
角
線
に
在
ら
ざ
る
を
否
定
し

雌
く
，
河
内
例
の
如
く
比
較
的
注
意
さ
れ
た
配
世
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

右
述
の
如
き
特
徴
を
持
つ
細
紋
鏡
は
河
内
の
一
面
と
反
川
里
の
小
銃
の
一
面
に
過
ぎ
左
い
が
、
此
の
陥
紋
と
直
接
關
係
あ
る
か
の

如
く
老
へ
ら
れ
る
も
の
に
、
次
に
述
ぶ
る
反
川
里
大
鏡
の
配
紋
が
あ
る
Ｊ

反
川
里
の
大
型
例
は
一
部
分
破
推
せ
る
も
，
支
那
鏡
の
紐
座
に
岱
る
部
分
、
即
ち
雌
内
側
の
紋
様
を
見
る
に
、
双
紐
に
内
接
し
て

揃
唯
式
土
器
と
北
九
州
七
七

お
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I

紋
を
指
す
の
で
あ
ら
う
か
。
此
の
名

示
す
如
く
，
細
線
に
斜
行
と
平
行
の

蔵
紋
群
に
依
り
そ
の
方
向
を
示
せ
ば

長
門

大
和

入
室
里 彌

生
式
土
器
と
北
九
州
七
八

斜
行
細
線
と
平
行
細
線
の
鋸
樹
紋
が
陥
世
さ
れ
、
そ
の
概
ね
中
央
部
即
ち
双
鉦
の
下
端
に
僻
る
所
Ｅ
一
條
の
半
行
樅
絲
が
在
り
、
そ

の
内
部
に
既
に
暇
孵
し
た
二
段
組
み
複
合
銚
歯
紋
帯
が
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
一
帯
は
上
部
（
下
部
は
破
推
縦
掴
の
鰯
め
明
言
し
難

き
も
上
部
と
同
様
な
る
こ
と
一
部
分
礎
存
す
る
も
の
よ
り
推
察
し
得
る
）
の
鋸
歯
紋
と
異
る
と
と
一
見
し
て
知
の
得
る
所
な
る
が
、

斯
の
一
帯
を
蝿
座
に
有
す
る
鏡
か
、
既
述
の
異
紋
を
外
睡
に
縦
く
鮎
を
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
推
察
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
，

紐
座
の
此
の
異
紋
は
外
硬
の
異
紋
と
配
紋
上
の
關
連
が
有
る
の
で
は
な
い
か
と
云
含
」
と
で
あ
る
。
他
の
諦
鏡
に
つ
い
て
此
の
事
實

を
確
か
め
ん
と
す
れ
ど
も
，
磨
滅
叉
は
破
掻
の
爲
め
詳
ら
か
に
し
得
な
い
の
を
迩
憾
と
し
、
た
だ
右
の
事
変
を
指
捕
す
る
に
と
堂
ま

ろ
、

吾
人
が
更
に
翻
意
せ
る
は
、
此
の
極
の
細
紋
銃
が
「
内
行
鋸
歯
紋
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
の
是
非
で
あ
る
。
シ
ペ
リ
ャ
の
一
面
を
除

き
第
十
三
岡
に
示
し
た
諸
鏡
と
、
圃
示
Ｌ
な
か
っ
た
入
室
里
の
例
の
外
厩
を
見
る
に
、
此
れ
ら
の
鋸
歯
紋
に
は
第
十
山
岡
の
右
下
に

岡
示
し
た
凡
そ
四
つ
の
種
類
を
認
め
る
。
而
し
て
悲
し
「
内
行
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
四
極
の
如
何
な
る
鋸
歯

紋
を
指
す
の
で
あ
ら
う
か
。
此
の
名
榊
を
生
む
に
至
っ
た
長
門
、
大
和
の
鏡
が
既
に
異
る
鋸
歯
紋
た
る
と
と
第
十
四
岡
八
及
び
Ｄ
に

示
す
如
く
，
細
線
に
斜
行
と
平
行
の
差
こ
そ
あ
れ
鋸
歯
の
尖
端
は
内
外
雨
面
に
向
い
て
ゐ
る
。
若
し
、
諸
鏡
外
硬
の
細
線
を
持
つ
鋸

内
行

複
合

複
合

１
１
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I

反
川
里
（
小
）
複
合

と
成
り
．
明
ら
か
に
内
行
鋸
歯
紋
去
稲
し
柵
る
も
の
は
唯
だ
長
門
の
一
例
に
過
ぎ
ぬ
で
は
な
い
か
。
從
っ
て
細
紋
鏡
の
鋸
歯
紋
を
以

て
一
概
に
内
行
と
稲
す
ろ
は
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
商
橘
博
士
も
此
の
覗
蜜
に
注
意
さ
奴
た
か
、
「
考
古
學
雑
誌
」
ｎ
の
３
）

に
發
表
さ
れ
た
細
紋
鏡
關
係
の
妓
後
の
論
文
で
は
、
「
内
行
問
題
，
に
は
一
言
も
価
れ
て
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
。

鉦
に
も
亦
特
徴
が
有
っ
た
〕
鉦
数
に
二
つ
又
墜
一
ろ
を
数
へ
る
が
、
吾
人
は
更
に
次
の
事
蜜
を
指
摘
す
る
。
河
内
と
大
和
の
例

（
大
和
例
は
腰
減
の
爲
め
明
言
の
限
り
で
は
な
い
が
）
、
特
に
河
内
例
は
明
ら
か
に
鉦
位
遥
が
簸
内
岡
の
内
部
に
在
る
を
認
め
る
。
然

る
に
他
の
例
に
於
い
て
は
鉦
位
世
が
外
方
に
進
み
妓
内
岡
よ
り
外
に
出
で
、
雀
だ
し
き
は
殆
ん
ど
内
回
を
脱
出
せ
ん
と
す
る
反
川
里

（
大
）
例
す
ら
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
握
川
例
は
三
紐
の
う
ち
二
鉦
は
更
に
前
進
し
て
外
睡
の
内
行
蠅
歯
紋
帯
に
ま
で
喰
ひ
込

む
，
と
れ
三
鉦
な
る
事
蜜
と
鏡
径
の
妓
も
小
な
る
郡
変
と
に
依
る
と
は
い
へ
，
反
川
里
小
型
、
反
川
亜
大
型
、
大
和
、
河
内
の
順
に

鏡
經
の
大
と
な
る
に
從
っ
て
、
鉦
位
澄
が
漸
次
蚊
内
側
に
集
中
せ
る
事
変
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

細
紋
鏡
を
鱗
成
す
る
主
要
配
紋
が
鋸
歯
紋
に
在
る
と
と
否
定
し
難
く
，
凡
て
の
鏡
が
、
全
部
鋸
歯
紋
を
利
川
配
世
せ
る
事
質
は
｝
ら

れ
を
立
證
し
て
餘
り
あ
る
が
、
更
に
進
ん
で
他
の
使
川
紋
を
兄
る
に
，
殆
ん
ど
各
種
の
紋
を
配
澄
せ
る
河
内
例
で
嬉
先
づ
外
睡
に

於
け
る
既
述
の
異
紋
二
極
が
有
り
、
次
に
凹
條
の
同
心
肌
を
兄
る
。
（
反
川
里
小
銃
に
は
八
條
の
同
心
岡
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
）
。
そ
の

内
凹
に
二
帯
の
複
合
鋸
歯
紋
が
祇
行
に
配
さ
れ
，
次
に
三
係
を
以
て
一
群
と
す
る
矩
形
元
祇
紋
帯
、
次
に
格
子
紋
（
網
卿
紋
）
群
、

彌
生
式
土
器
と
北
九
州
七
九

河
内
、
複
合

反
川
里
（
大
）
外
行

4
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1

彌
生
式
土
器
と
北
九
州
八
○
。

次
に
略
ぽ
三
狗
形
に
近
い
複
合
鋸
曲
紋
栫
が
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
河
内
例
は
細
紋
鏡
全
部
に
菩
逓
す
る
紋
様
を
持
つ
を
以
て
こ
れ
に
ょ

の
七
種
を
認
め
、
尚
一
二
の
異
紋
（
反
川
里
の
例
）
も
認
め
得
る
が
．
要
之
、
鋸
歯
ｂ
羽
状
，
同
心
回
、
椿
子
．
元
職
の
五
つ
が
或

る
時
は
澗
立
し
，
或
る
時
は
複
合
し
、
連
繋
し
て
細
紋
鏡
の
主
要
配
紋
と
成
２
Ｌ
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
各
稚
の
方
面
よ
り
観
察
し
た
細
紋
鏡
よ
り
、
然
ら
ば
何
れ
の
形
式
銃
を
以
て
新
と
し
古
と
す
る
か
の
問
題
に
到
雄
す
る
。
細

紋
鏡
新
古
流
は
同
時
に
伴
出
遺
物
の
新
古
諭
を
念
頭
に
世
く
を
要
し
，
遼
か
に
決
し
難
き
も
の
で
あ
る
が
，
件
出
物
の
う
ち
特
に
鉾

劒
に
つ
い
て
は
幸
に
も
高
橘
博
土
が
「
銅
鉾
銅
剣
の
研
究
」
に
於
い
て
、
鉾
劒
の
狭
鋒
小
形
を
以
て
疫
川
、
古
式
，
〆
．
断
じ
ら
れ
た
れ

ば
常
面
の
参
考
と
成
る
と
と
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
今
一
つ
の
伴
出
物
た
る
銅
鐸
に
つ
い
て
は
，
小
形
を
古
式
と
す
る
學
粁
と
、
大
型

ぞ
古
式
と
す
る
學
者
の
あ
っ
て
未
だ
定
説
な
き
が
如
く
成
れ
ど
も
、
小
形
を
古
式
と
し
大
形
を
非
変
用
新
式
と
す
る
伽
き
學
界
に
行

っ
て
諦
紋
を
摘
記
す
る
に

１
、
複
合
鋸
歯
紋
帯

２
、
二
段
組
み
複
合
鋸
歯
紋

７
、
格
子
紋
栫

５
，
樅
行
複
合
鋸
歯
紋
帯

６
、
矩
形
元
藤
紋
栫

３
、
不
整
調
状
紋

４
，
凹
條
同
心
肌
紋
帯

■
■
■
■
ロ
ー
口
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
己
君
■
■
■
■
ｑ
ｕ
■
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日
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は
る
Ｌ
や
に
聞
く
、
従
っ
て
右
の
通
読
を
想
起
し
つ
凡
細
紋
鏡
を
見
る
に
（
此
の
外
作
出
青
銅
器
は
二
三
あ
る
如
く
な
れ
ど
詳
ら
か

に
そ
の
年
代
を
知
ら
ざ
れ
ぱ
除
外
す
）
，
．
作
出
遺
物
に
は
次
の
如
き
も
の
が
有
っ
た
。

１
、
長
門
細
形
銅
劒

２
、
大
和
§
小
形
銅
鐸

３
、
入
室
里
狄
蜂
釧
鉾
，
ク
リ
ス
型
細
形
銅
劒

４
、
シ
ベ
リ
ヤ
銅
剣
（
？
）

川
例
を
通
じ
明
ら
か
な
る
は
長
門
、
大
和
、
入
室
の
三
例
一
』
過
ぎ
ざ
、
私
ど
も
、
亦
別
に
細
絞
鏡
孟
伴
は
ず
し
て
、
銅
鐸
と
銅
剣
の
出

上
し
た
例
あ
り
、
是
等
が
或
る
一
年
代
に
於
い
て
併
存
し
た
る
こ
と
商
橋
博
士
皮
ぴ
多
く
の
趣
署
の
認
む
る
所
な
れ
ば
陸
一
言
の
要
な

く
、
而
し
て
右
の
件
出
物
を
見
る
に
，
賛
辿
に
認
め
て
古
式
と
稲
す
る
青
銅
綴
か
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
細
紋
鏡
の
樵
行
年
代
も
亦
聿
円

銅
武
器
の
蛮
用
時
代
に
在
り
し
と
と
疑
ひ
将
な
い
が
、
細
紋
鏡
そ
れ
自
慨
の
菱
化
を
見
れ
ば
そ
の
間
多
少
の
年
代
的
間
隔
が
あ
っ
た

既
述
の
如
く
外
匝
に
於
け
る
狸
紋
の
配
澄
は
河
内
と
反
川
里
小
鏡
の
二
面
に
認
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
反
川
里
で
は
更
に
最

内
回
に
一
條
の
異
紋
栫
有
る
大
型
例
を
件
ひ
、
此
の
剛
希
は
正
に
同
一
年
代
に
在
り
し
と
と
疑
ふ
の
総
地
を
見
な
い
。
然
ら
ば
河
内

例
と
反
川
里
例
の
二
極
は
同
一
年
代
と
推
定
し
得
る
や
。
こ
れ
を
否
定
せ
し
む
る
も
の
は
外
腫
に
於
け
る
皿
絞
の
表
現
す
る
相
逹
、

即
ち
二
極
の
狸
紋
の
数
と
配
世
法
の
馴
れ
と
災
に
紐
の
位
世
で
あ
る
。
外
睡
の
蝿
絞
一
瀝
は
反
川
里
小
銃
に
於
い
て
妓
も
雀
だ
し

く
、
配
世
と
数
に
一
定
の
標
準
を
認
め
得
な
い
上
に
錐
位
笹
は
雌
内
凹
よ
り
外
に
進
出
す
る
に
反
し
、
河
内
例
に
於
い
て
は
異
紋
の

彌
生
式
土
器
と
北
九
州
八
一

か
に
老
へ
ら
れ
る
。

1

1



細
紋
鏡
が
古
鏡
上
特
殊
の
地
位
に
在
る
こ
と
既
に
定
説
が
あ
り
、
支
那
鏡
と
系
統
を
異
に
す
べ
・
言
も
艇
説
か
れ
て
ゐ
た
。
然
ら
ば

こ
の
鏡
を
以
っ
て
何
れ
の
系
統
と
見
る
か
。
故
高
橋
博
士
は
「
銅
鉾
銅
劒
の
研
究
」
及
び
「
考
古
學
雑
誌
一
（
、
の
３
）
に
於
い
て
北

ア
ジ
ヤ
に
州
所
を
求
め
ら
れ
、
後
者
で
は
更
に
「
切
一
重
り
れ
ぱ
、
前
瀧
鏡
以
前
或
地
方
に
そ
の
源
泉
と
な
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
て
、

年
月
を
要
せ
り
と
は
考
へ
難
い
．

彌
生
式
土
器
と
北
九
州
八
二

二
極
共
概
ね
四
方
に
配
さ
れ
、
不
正
確
で
あ
る
と
は
云
へ
四
分
の
一
を
以
て
奈
鏡
の
北
側
紋
を
復
原
せ
し
今
ひ
く
き
ま
で
韮
附
し
而
も
鉦

位
世
は
妓
内
回
の
内
部
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
。

も
と
よ
り
鉦
数
の
多
少
も
亦
年
代
に
關
係
あ
る
か
の
如
く
，
姪
門
空
一
厩
鏡
は
仙
例
よ
り
一
鉦
多
き
と
と
Ｌ
北
あ
位
世
の
外
に
、

極
沁
て
小
型
た
る
事
賛
と
、
破
叶
を
集
中
し
て
、
求
め
得
た
緋
成
背
紋
は
、
河
内
例
の
如
き
格
子
紋
や
元
漉
辨
の
如
き
も
の
叶
影
も

な
く
、
如
何
に
簡
耶
な
る
椛
想
を
示
せ
る
か
を
知
る
で
あ
ら
う
ｏ
斯
か
る
諭
擁
を
以
て
吾
人
は
諸
例
の
う
ち
長
門
を
以
て
簸
古
と
し
、

反
川
興
２
面
こ
れ
に
次
ぎ
、
大
和
河
内
は
新
し
く
、
特
に
河
内
例
は
諦
鏡
の
う
ち
雌
も
新
し
か
る
べ
き
を
推
察
し
た
の
で
あ
っ

た
。
大
和
例
を
河
内
よ
り
梢
古
か
ろ
べ
し
と
老
へ
、
反
川
里
よ
り
新
し
か
る
べ
し
と
推
察
し
た
る
は
河
内
に
比
し
て
外
硬
の
異
紋
の

有
無
、
反
川
里
に
比
し
て
鉦
位
世
の
内
外
に
依
る
。
も
と
よ
り
外
厩
の
異
紋
の
み
を
以
て
大
和
例
を
云
爲
す
ろ
は
反
川
里
（
小
）
に
抵

閥
す
ろ
か
の
如
き
も
、
と
は
全
く
鉦
位
澄
の
比
較
に
も
依
る
。

細
紋
鏡
の
新
古
は
、
右
の
外
成
分
、
縁
幅
、
そ
の
他
の
注
同
鮎
も
あ
る
く
け
れ
ど
、
以
上
主
と
し
て
吾
人
は
長
門
を
最
古
と
し
、

河
内
を
鼓
新
な
ら
ん
と
推
測
し
た
い
。
斯
の
如
く
、
大
和
例
を
河
内
例
に
近
か
ら
し
め
た
結
果
、
伴
出
の
小
銅
鐸
は
目
か
ら
他
の
件

出
物
よ
り
新
ら
し
か
る
．
寺
へ
き
事
と
な
る
も
、
細
紋
鏡
そ
れ
自
鴨
の
背
紋
の
菱
化
け
、
垂
回
人
の
認
め
た
古
式
よ
り
新
式
に
至
る
間
に
長

Ⅱ

』

1
J

’
１
１
１
１
、
Ｌ
■
■
■
■
【
ｂ
■
■
臥
巴
二
■
Ｉ
甲



童 画 房 事 南 霧 宣 炉 斗 甑 門 繋 ６ 岩 １

６ 裏 ｒ 寄 触 舜 作 黙 許 鰄 丙 渥 ｅ 作 爲 再
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彌
生
式
土
器
と
北
九
州
八
四

鏡
と
瀧
鏡
を
共
同
皿
鏡
よ
り
川
で
た
り
と
す
る
の
正
鵠
に
脈
幾
か
る
べ
き
を
老
ふ
る
も
‐
吾
人
は
細
紋
鏡
の
流
れ
を
正
統
と
老
へ
、

●
そ
の
分
派
に
支
那
鏡
を
生
し
、
而
も
異
稚
の
發
逹
を
遂
げ
た
り
と
推
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
叩
．
ち
沈
鏡
の
古
式
に
細
線
地
紋
の
諦
鏡

が
存
在
し
，
そ
れ
ら
が
閲
も
な
く
漢
鏡
怖
有
の
紋
様
に
發
逵
し
，
正
統
の
細
紋
鏡
の
流
れ
は
朝
鮮
よ
り
日
本
に
入
り
，
介
派
の
漢
鈍

と
Ｈ
本
に
於
い
て
合
機
し
た
る
に
非
ず
や
と
老
へ
る
。
も
と
よ
り
術
幾
多
の
問
題
も
あ
の
遮
か
に
決
定
し
雌
き
も
，
要
す
る
に
細
線

鋸
歯
紋
鏡
に
は
新
古
の
別
あ
る
こ
と
Ｌ
、
そ
の
考
案
を
揺
げ
て
叱
正
を
乞
は
ん
こ
と
を
願
ふ
と
共
に
、
本
鏡
紋
様
の
祁
獅
鍵
化
を
噸

唯
し
つ
４
次
に
逮
変
式
土
器
と
の
關
係
を
顧
み
た
い
。

速
箕
式
有
紋
土
器
類
似
の
布
紋
破
叶
が
敢
て
逵
変
川
畔
の
一
遺
跡
に
限
ら
ナ
、
僅
少
な
が
ら
御
床
新
町
式
分
布
範
囲
に
も
兄
ら
ろ

Ｌ
と
と
既
に
中
山
先
生
の
高
税
に
兄
ら
れ
、
否
人
も
亦
有
力
な
数
例
を
認
め
得
た
の
で
あ
っ
た
が
、
も
と
よ
り
遠
変
の
如
く
豊
満
で

は
な
か
っ
た
。
從
っ
て
中
山
先
生
は
彌
生
式
に
二
つ
の
系
統
有
る
今
へ
き
を
捉
咄
さ
れ
、
御
床
新
川
式
の
如
き
從
來
よ
り
北
九
州
に
發

兄
さ
れ
て
ゐ
た
彌
生
式
系
を
「
第
一
系
」
と
呼
ば
れ
、
速
変
式
を
「
卵
二
系
」
彌
生
式
と
稲
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
寄
人
も
亦
此
の

分
類
に
微
ひ
、
以
下
此
の
宕
稀
を
以
っ
て
雨
者
の
匝
別
に
使
川
す
る
。

既
述
の
如
く
第
二
系
即
ち
速
焚
式
有
紋
土
器
に
表
現
さ
れ
た
諸
種
の
紋
様
を
以
て
、
節
一
系
と
の
連
絡
は
も
と
よ
り
求
め
難
く
、

却
っ
て
余
脇
器
の
細
紋
鏡
に
全
く
同
一
椛
想
を
見
出
す
こ
と
が
州
來
た
の
で
あ
っ
た
。
金
厩
器
と
土
製
と
の
素
材
に
は
明
ら
か
に
大

き
な
隔
た
り
あ
り
と
雌
も
、
第
二
系
迩
物
は
既
述
の
如
く
金
石
併
用
期
の
も
の
た
る
と
と
大
過
な
き
推
察
で
あ
り
，
金
鶴
器
の
う
ち
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鉾
，
刺
も
亦
此
の
期
に
入
る
は
中
山
先
生
高
橋
博
士
そ
の
他
多
く
の
承
認
す
る
所
で
あ
り
ｂ
こ
れ
と
伴
出
し
た
細
紋
鏡
，
銅
鐸
も
亦

概
ね
同
時
代
或
は
相
去
る
速
か
ら
ざ
る
時
代
の
も
の
た
る
や
極
め
て
當
然
の
推
察
で
あ
ら
う
。
況
ん
や
中
山
先
生
の
指
摘
あ
り
た
る

如
く
、
鉾
，
剣
，
鐸
に
塾
一
系
の
紋
様
及
び
細
紋
鏡
の
紋
様
あ
る
事
疫
を
知
ら
ぱ
，
批
虚
に
否
定
し
難
い
有
機
的
關
係
の
存
在
ぞ
首

肯
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
悩
に
青
銅
文
化
の
源
流
を
推
察
す
べ
き
手
段
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
，
北
九
州
の
一
角
に
そ
の
文
化
の

流
れ
あ
り
し
を
推
察
せ
し
め
，
鐸
，
鉾
，
刺
，
鏡
と
鉱
系
二
及
び
節
一
系
彌
生
式
土
器
と
の
關
係
を
暗
示
す
る
〕

考
古
學
界
多
年
の
疑
問
、
古
代
北
器
系
統
論
を
回
砺
し
，
詑
二
系
土
器
の
拙
現
と
、
中
山
先
生
の
高
説
を
拝
聴
す
る
に
及
び
、
何

が
故
に
彌
生
式
土
器
系
統
論
が
行
き
悩
み
の
ま
ｌ
現
在
に
及
べ
《
ｏ
か
の
理
、
を
明
確
に
知
り
得
た
。
「
原
始
繩
紋
土
器
」
疑
似
繩
紋

土
維
或
は
繩
紋
土
器
そ
の
曲
の
ｋ
研
究
は
、
雛
て
は
明
ら
か
と
な
る
ぺ
く
、
こ
れ
か
刺
鮮
に
求
め
ん
に
は
、
刺
鮮
に
近
接
し
た
地

方
に
塒
に
彌
生
式
土
器
の
漉
厚
な
分
布
を
見
る
奉
安
と
、
朝
鮮
に
未
だ
一
筒
の
破
片
な
童
斗
睡
が
，
明
ら
か
に
そ
の
不
可
能
を
物
語

り
、
更
に
、
原
始
繩
紋
土
器
の
近
畿
に
於
け
る
古
き
を
説
か
ん
が
総
め
に
も
亦
九
州
土
器
の
諭
明
に
困
雌
か
見
る
べ
く
，
今
や
、
繩

紋
蠅
生
式
の
雨
土
器
は
塾
一
系
の
出
現
に
依
っ
て
再
吟
味
が
必
要
と
あ
り
，
雨
新
の
混
合
遺
跡
を
剛
明
寸
る
に
重
要
燕
手
が
か
り
を

得
た
と
老
へ
将
る
、
）

涜
川
博
士
が
繩
禰
一
元
論
を
以
烹
半
一
硯
せ
ん
と
試
み
ら
れ
た
に
反
し
、
中
山
先
生
は
厳
然
非
一
元
論
で
あ
り
、
今
や
彌
生
式
に

も
一
ろ
の
系
統
あ
り
と
首
唱
さ
れ
，
問
題
は
多
岐
多
端
た
る
が
如
く
‘
そ
の
庇
先
生
の
笠
咳
に
接
し
高
見
を
仰
ぐ
に
、
最
早
や
成
罪

胸
中
に
在
る
吟
の
型
如
く
、
公
表
の
－
，
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
も
の
で
あ
る
。

ｎ
本
民
族
の
成
立
に
数
種
の
系
統
と
時
代
の
前
後
あ
ら
ん
こ
と
、
古
文
献
に
も
ほ
の
か
に
見
え
、
叉
然
る
の
岬
炭
笈
ら
を
老
ふ
一
・
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時
，
繩
捕
雨
系
の
何
れ
が
古
き
や
は
勿
論
問
題
た
る
ぺ
く
、
先
生
に
依
っ
て
提
唱
さ
れ
た
第
二
系
の
出
現
に
も
亦
間
題
と
成
る
で
あ

ら
う
《
難
一
系
、
鋪
二
系
の
新
古
諭
と
、
苛
銅
文
化
は
此
の
何
れ
に
關
係
あ
り
や
が
今
や
新
ら
し
き
問
題
で
あ
っ
た
。
此
の
究
明
が

從
來
の
年
代
棚
に
一
波
紋
を
投
ず
ろ
は
豫
測
に
難
か
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
十
数
年
の
迩
在
に
も
拘
は
ら
ず
第
一
系
分
布
地
域
に
、
今

同
發
見
の
弟
二
系
の
如
去
濃
密
有
紋
土
器
の
分
布
な
か
り
し
こ
と
と
、
第
一
系
圏
内
に
於
い
て
往
掩
齋
銘
ぞ
作
出
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
然
る
に
遠
賀
川
で
は
遂
に
確
蛮
な
齋
鈴
の
作
出
な
く
．
齋
尭
の
有
雌
と
齋
命
そ
の
も
の
１
年
代
は
次
に
生
ず
べ
き
問
題
の
一
つ

た
る
と
共
に
、
年
代
推
定
上
の
一
手
が
か
り
た
る
を
失
は
な
い
。

吾
人
が
遠
斑
川
迩
跡
に
注
目
し
た
一
つ
の
鮎
は
磨
製
石
錐
の
作
出
で
あ
っ
た
。
北
九
州
に
於
け
る
階
蝉
石
錐
の
出
土
は
「
出
雲
上
代

王
作
抵
物
の
僻
究
」
に
掲
げ
ら
れ
た
所
を
見
る
に
、
筑
前
で
は
鞍
手
郡
木
月
と
稚
屋
郡
江
辻
の
二
例
に
今
回
の
例
を
加
へ
て
三
ケ
所

に
過
ぎ
ず
、
而
も
江
辻
の
例
は
，
全
く
石
錐
と
云
は
ん
よ
り
小
石
刺
と
も
云
ふ
べ
き
形
に
し
て
他
に
類
例
な
き
愛
形
た
る
を
想
へ

ぼ
、
磨
製
石
錐
の
發
兇
例
は
む
し
ろ
逵
剴
川
附
近
に
集
れ
る
を
知
る
で
あ
ら
う
。
更
に
九
州
に
於
け
る
他
の
州
土
例
を
求
む
る
に
、

叫
前
、
盤
後
、
日
向
，
薩
摩
，
特
に
盤
後
と
日
向
に
濃
布
し
、
東
九
州
に
侃
せ
る
事
蔽
を
如
何
に
解
羅
す
る
か
。
即
ち
束
九
州
で
は

北
の
端
か
ら
南
端
へ
か
け
て
存
在
す
る
陛
製
府
錐
が
何
故
四
九
州
に
存
在
し
な
い
か
。
繩
紋
彌
生
の
而
式
を
以
て
云
へ
ぱ
，
南
北
胴

九
州
に
分
割
す
る
こ
と
の
便
宜
を
知
る
も
‐
膳
製
石
錐
の
分
布
を
見
れ
ば
東
西
雨
九
州
に
分
割
す
る
こ
と
も
弧
ち
不
可
能
，
無
用
の

方
法
で
も
あ
る
ま
い
。

九
州
壁
棚
に
は
繩
紋
土
器
も
蠅
生
式
土
器
も
分
布
し
、
或
地
方
で
は
雨
蒜
の
混
合
も
在
っ
て
聯
土
器
論
の
九
州
よ
り
産
ま
れ
て
然

る
べ
き
理
由
も
充
分
に
見
ら
れ
る
、
た
と
ひ
中
山
先
生
の
繩
彌
土
器
の
別
系
統
論
及
び
彌
生
式
二
系
統
存
在
論
が
単
に
一
箇
の
見
解
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に
と
Ｆ
幸
《
ろ
と
し
て
も
、
一
元
論
を
以
て
解
決
し
難
き
九
州
の
分
布
壯
態
を
如
何
に
解
く
か
。

卑
猫
の
根
底
は
負
ふ
所
中
山
先
生
の
高
説
に
在
る
、
｝
と
、
女
中
明
言
の
如
く
、
識
ん
で
訓
窓
悲
表
す
る
と
共
に
、
細
紋
銃
の
新
古
に
開
し

て
は
、
需
人
の
考
察
を
披
涯
し
て
博
雅
の
叱
正
左
乞
は
ん
こ
Ｌ
妬
顛
ふ
も
の
で
あ
る
。
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